
　9時半の開場とともに、「春のハートつなぐデイ」の抽選券も同時配布しました。
　また、社協のボッチャも設置。通常のプレーパークの遊びと並んで、中学生や大人もゲ
ームに参加することができました。
　プレーパークとしては芝生中心部に段ボールハウス作り、木切れの木工、ベビースペー
ス、昔の遊びを設置。受付付近にシャボン玉、ゴッドアイ、スーパーボールのクラフト。
木陰にボディペイント。ロープブランコは各所に複数作ることができました。
　今回は風の具合も落ち着いていたため、数か月ぶりに焚火にチャレンジすることができ
ました。お湯を沸かしながらコーヒー焙煎体験をした後、残り火でポップコーンを5袋作り
ました。またマシュマロもこどもたちの手で配り、参加の全員がおかわりできるほど焼け
ました。
　11時45分には社協の「ニャッピー食堂」の配布も始まりました。160食のご用意に対
し、来場者数はすでに180名を数えていたので、できるだけシェアしていただけるように
と、早めに行列を作ってもらいました。この日のメニューはおにぎり2つと唐揚げ1つ、そ
して豚汁でした。あたたかい豚汁にはお野菜も豚肉も入って、バランス抜群。おにぎりも2
種類で握っていただけたので、どの子も好き嫌いなくお腹いっぱいになった様子でした。
配布数については心配しましたが、ご家族でシェアいただいたりしたおかげで、まんべん
なく皆さんに配布できました。
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R7年度小鹿野町こどもの遊び場

　プレーパークの開催日、みどりの村では「春のハートつなぐデイ」（社会福祉協議会）
と、アーティストのユメさんのミュージックビデオ撮影が行われました。3つのイベントが
同時開催となったため、みどりの村・村の広場は約200名の来場者でにぎわいました。



ご協力いただいた店舗様/企業様
【チラシの掲示/配置/プレーパークで使えそうな廃材のご提供】
両神道の駅、両神温泉薬師の湯、ローソン　小鹿野飯田、綿半、ラコマート、ウエルシア、ファミリーマート下小鹿野、セブン小鹿
野バイパス、セブン下小鹿野、(株)イチワタ、亀吉パン、コメリ、一二三屋、加藤屋洋品店、近藤金物店、大塚金物店、八宮松雪堂
、村上商店、(株)菊屋、肉の丸清、中野酒店、おもちゃのツカモト、村上文具、トミモ化粧品店、アライパン屋、ウニクス秩父、(株)
源作ワイン、ふるさと両神蒟蒻専門店、小鹿野図書館、エネオス 小鹿野バイパスSS、太田甘池堂、須崎旅館、カインズ秩父店、(株)
大野毛糸店、ヤマサ花店、トキワスーパー、パナピット・エルフ、マスダプロパン、越後屋旅館、巨香の郷、秩父富士
オンライン情報発信、その他掲載不可の企業様もいらっしゃいます。
お名前は記載できませんが、材料などをご提供いただきました皆様。
地域の遊び場作りにご協力いただきまして誠にありがとうございます♡

　手作りのシャボン玉はボランティアのあけみちゃんとゆかりんごのお手伝いで最高の配
合にできました。さくらちゃんがハンガーで作った輪にシャボン液を浸すと、大きなシャ
ボンが。あずま屋からふわふわと杉林の上まで飛んでいきました。
　手作りスーパーボールは、前回大成功したあいなちゃん親子が、「実はプレーパークか
らの帰り道に材料を整えて帰宅して、家で何度も作ってみたんですよ」とのことで、張り
切ってリーダーを担当してくれました。スーパーボールには洗濯石鹸、着色料、飽和食塩
水が必要です。材料をゆっくりかきまぜていると出てくるオリを、集めて丸めて乾燥させ
たらできあがりです。あいなちゃん親子が「失敗しても大丈夫！」と声がけしてくれてい
たので、小さな子たちも手を汚したり濡らしたりしながら一生懸命トライしていました。
　ボディペイントはボランティアのひなちゃんがリーダーをしてくれました。指絵具を使
っているので安心ですが、腕に描いていた落書き遊びがどんどん大胆になっていき、最後
には色の判別も付かないほどのペイントができました。
　手作りブランコは2時間ほどロープの扱いに苦戦していた子が、最後に完成することがで
き、粘り強さと達成感を味わえた様子でした。
　13時半にはその場の全員が集合写真を撮影し、抽選会が始まりました。1等賞におがに
ゃっぴーぬいぐるみ、2等賞にカヌーチケット、3等賞からは選べる景品として、はずれな
しの抽選会にこどもたちは大喜びでした。
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